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青森県無形民俗文化財指定／佐井の山車行事

箭根森八



第
５４
回

青
森
県
民
体
育
大
会

八
月
七
、
八
、
二
十
一
、
二
十

二
日
の
四
日
間
、
む
つ
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
五
競
技
に
参
加
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
卓
球

準
々
決
勝

佐

＃

Ｏ
－

５

常

盤

○
陸
上
競
技

・
男
子
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

七
位

長
島

幸
雄

・
男
子
二
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

四
位

伊
藤

輝
貴

・
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
Ａ

三
位

伊
藤

輝
貴

５５
秒

９８

・
男
子
走
幅
跳
Ａ

五
位

長
島

幸
雄

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ａ

一
位

田
名
部
直
仁

１０
ｍ
８２
ｍ

・
男
子
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
Ａ

三
位

一
走

石
戸

音
］広

二
走

津
田

尚
樹

三
走

下
斗
米

学

四
走

伊
藤

輝
貴

１
分
４０
秒
３５

・
男
子
百
メ
ー
ト
ル
Ｂ

三
位

高
坂

隆
幸

１２
秒
４４

・
男
子
千
五
百
メ
ー
ト
ル
Ｂ

七
位

柳
谷

利
彦

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｂ

二
位

小
笠
原
昭
彦

１０
ｍ
５７

皿

・
男
子
二
千
メ
ー
ト
ル
Ｃ

七
位

藤
田

隆

・
男
子
砲
丸
投
げ
Ｃ

二
位

福
田

忍

ｎ

ｍ
７９
ｍ

・
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
Ｄ

五
位

一
走

長
島

幸
雄

二
走

藤
田

隆

三
走

吉
田

英
樹

四
走

宮
川

洋
平

・
女
子
百
メ
ー
ト
ル

四
位

伊
勢

祐
子

・
女
子
二
百
メ
ー
ト
ル

七
位

山
田

真
実

・
女
子
砲
丸
投
げ

七
位

伊
勢

祐
子

（
男
女
総
合
四
位
、
男
子
三
位
）

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

予
選
リ
ー
グ

ニ
敗

対
戦
相
手

蓬
田

南
郷

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一
回
戦

佐

＃

Ｏ
－

３

福

地

○
軟
式
野
球

準
々
決
勝

佐

＃

２
１
２

蓬

田

（
抽
選
負
け
）

第
７
回

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
七
回

市
町
村
対
抗
県
民
駅
伝
競
走
大
会

が
九
月
十
五
囗
、
青
森
市
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
の
タ
イ
ム
を
約

十
五
分
短
縮
し
、
順
位
も
二
つ
上

が
り
、
二
時
間
四
十
四
分
二
十
九

秒
、
総
合
六
十
五
位
（
村
の
部
二

圭

二
位
）
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

来
年
も
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

●
駅

伝

出

場

メ
ン

バ

ー

監

督

内

藤

要

（
村

役
場

）

①

菊

池

晃

一

（
大

湊

高

１
年

）

②

舘

脇

力

哉

（
佐

井

中

３
年

）

③

舘

脇

夏

紀

（
佐

井

中

１
年

）

①

平

井

丈

士

（
牛

滝

中

教
）

⑤

伊

藤

輝

音
］
（
佐
井
消
防
分
署
）

⑥

菊

池

一
春

（
田
名
部
高
１
年
）

⑦

柳
原

静

（
磯

谷

小

教
）

⑧

佐

賀

宗

敬

（
大

間

高

３

年
）

⑤

藤
田

隆

（
村

役

場
）

⑩

宮

川

修

平

（
佐

井

中

３

年
）

第
１８

回

青
森
県
小

学
生

陸
上
競
技
記
録
会

九
月
十
五
日
、
県
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
第
十
八
回
青
森

県
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
小
学
校
か
ら
も
二
名
が
参

加
し
、
五
年
生
の
太
田
理
沙
さ
ん

が
、
共
通
女
子
走
高
跳
で
県
小
学

タ
イ
記
録
・
大
会
タ
イ
記
録
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

・
共
通
女
子
走
高
跳
決
勝

一
位

太
田

理
沙
（
五
年
生
）

ｌ
ｍ
２５
皿

※
県
小
学
タ
イ
記
録
、
大
会
夕

イ
記
録

・
共
通
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル
予
選

福
田

裕
子
（
五
年
生
）

３
分
２
秒



菌 床 し い た け 農 家 を 募 集 し ま す

佐井村では「きのこの里」として、菌床しいたけを供給する産地を目指して

いきます。その第一歩として、平成１２年４月から村で整備した施設で操業をは

じめるためのプランを策定しています。村では新しくしいたけ栽培をはじめた

い！という意欲のある方を募集しています。

・ 菌 床 し い た け （人 工 ほ だ木 ） と は

●ほだ木のかわりにナラなどのオガクズと栄養体など

を配合して袋詰めし、そのなかに種菌を接種した人

工培地。菌床は直径１２ｃｍ、高さ１ワｃｍ、重さ１．３ｋ９の

円筒形です。

・ 菌 床 し い た け 栽 培 は こ んな 点 が 優 れ てい ま す

●軽労働でお年寄り、女性でもらくらく栽培できます。

●熟練した技術は必要なく、経験がない人でもすぐに行うことができます。

●収益性が高＜、家族労働（夫婦）で確実な所得を得ることができます。

■夫 婦 の 労 働で 収 入４００万 円 程 度 が可 能

●栽培できる菌床の数は約１万個が目安です。

●１イ固の菌床から約４００９の収穫が見込め、市場価格は１００９当り１００円、平均で１万個を栽培

しますと４００万円の収入となります。

●この収入から、施設の経費などを差し引いた所得は５割が平均的といわれています。

・ 村 は 意 欲 のあ る 新 規就 農者 を 積極 的 に支 援 し ま す （次 の 条 件 を 満 た す方 ）

●支援する条件

◇佐井村に居住しており、平成捏年４月から生産活動を開始できる方。

●支援の内容

◇生産施設として村が建設した培養施設ハウス

（３５坪）、発生舎ハウス（５０坪）を貸付しま

す。

◇事業資金として、１００万円程度が必要となり

ます（事業資金が必要な方には、融資制度を

紹介します）。

■ 新 規 就 農 、１０経 営 体 を 募 集 し ま す

●上の条件で１０経営体を募集し ます。応募の期限は平成１１年１１月柘日までです。なお、詳し

いことは下記にお問い合わせください。

佐井 村 役場 農 林 水 産 課 農 林 係 昔 ⑩２１１１



有害駆除
有 害 駆 除 に つ い て

①有害駆除の判断は、環境庁長官、知事または村長が認定して、捕獲許可証を交付する。

②有害駆除は、被害を与える時期に駆除する。

③生息数が多く被害の大きい ものは、駆除隊を編成して計画的駆除をする。

①駆除は共同駆除を原則とし、弊害の発生を防止する。

⑤鳥獣保護区及び休猟区内においても必要とあれば駆除を実施する。

有害鳥獣駆除の対象鳥獣

狩猟鳥獣 カワウ ダイサギ チュウサギ コサギ

トビ ドバト タイワンシロガシラ ウソ オナガザル

マングース ノヤギ

カルガモ・キジバト・ドバト・スズメ・ハシボソガラス・ハシブトガラス の卵

上記 の鳥獣及 び卵の捕獲 は村長、上記以外 は環境庁長官が許可権者

問い合わせは、佐井村役場 農林水産課 農林係まで



鳥獣の捕獲と
鳥 獣 の 捕 獲

狩猟のできる期間は、鳥獣保護及び狩猟に関する法律により、青森県では、狩猟期

間が１１月１日から２月１５日と定められており、それ以外の時期は狩猟が禁じられてい

ます。

狩猟のできる鳥獣の種類

鳥類 ２９種 獣類 １８種

ゴイサギ マガモ カルガモ コガモ ヨシガモ

ヒドリガモ オナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ スズガモ

キンクロハジロ クロガモ エゾライチョウ ウズラ コジュケイ

ヤマドリ キジ コウライキジ バン ヤマシギ

タシギ キジバト ヒヨドリ ニュウナイスズメ スズメ

ムクドリ ミヤマガラス ハシボソガラス ハシブトガラス ノウサギ

タイワンリス シマリス クマ ヒグマ アライゲマ

タヌ牛 牛ツネ テン オスイタチ ミンク

アナグマ ハクビシン イノシシ シカ ヌートリア

ノイヌ ノネコ

銃 猟 の 禁 止

銃猟禁止区域、市街、その他人家に立て

込んだ場所及び人の多く集まる場所では、

銃猟が禁止されています。

また、日没後から囗の出前の時間に行う

ことも禁止されています。

狩 猟 の 方 法

○網、わなによる方法

網……むそう網、はり網、つき網、なげ網、

わな…くくりわな、はこわな、はこおどし、

とらばさみ、筒式イタチ捕獲機

○猟銃による方法

下 記 の 場 所 で は

狩 猟 が 禁 止さ れて い ま す

・鳥獣保護区

・休猟区

・公道

・社寺境内及び墓地

・環境庁長官の指定する

公園その他これに類する場所



保膨碌瓜衂

血圧は健康①

ヘルスメーター

み
な
さ
ん
が
日
頃
よ
く
耳
に
す

る
「
血
圧
」
。
血
圧
と
は
血
液
が

流
れ
る
と
き
の
血
管
に
か
か
る
圧

力
の
こ
と
で
す
。
血
液
の
流
れ
に

異
常
が
あ
れ
ば
高
い
圧
力
を
か
け

て
順
調
な
流
れ
を
維
持
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
が
続

く
の
が
高
血
圧
症
で
す
。

血
圧
が
高
い
ま
ま
過
ご
し
て
い

る
と
、
動
脈
硬
化
が
進
み
、
重
大

な
病
気
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

正

常

な

血

圧

値

と

は

？

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に

よ
る
血
圧
分
類
は
次
の
通
り
で

す
。

ＷＨＯ（世界保健機関）の血圧分類

※ふつう境界域高血圧を含めて、広い意味で高血圧といわれ、

厚生省の統計では、日本の高血圧患者は２０００万人にのぼる。

最
大
血
圧
と
最
小
血
圧
の
ど
ち

ら
か
一
方
で
も
高
け
れ
ば
正
常
血

圧
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

高

血

圧

の

症

状

と

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト

○
頭
痛

頭
痛
や
頭
を
重
く
感
じ
ま
す
。

特
に
朝
痛
く
、
日
中
に
は
回
復
す

る
タ
イ
プ
の
頭
痛
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

○
め
ま
い

○
肩
凝
り

肩
の
凝
り
、
首
の
痛
み
は
血
液

の
循
環
が
悪
い
と
起
こ
り
ま
す

が
、
高
血
圧
の
人
に
も
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。

○
耳
鳴
り

高
血
圧
と
脳
動
脈
の
動
脈
硬
化

を
と
も
な
う
と
き
に
多
く
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高

血

圧

を

防

ぐ

日

常

生

活

○
塩
分
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に

う
す
味
に
な
れ
る
よ
う
に
香
辛

か
０ ９

天
執
だ
し
を
活
用
し
ま
し
ょ

○
野
菜
は
た
っ
ぷ
り
と

野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ

ム
は
血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排

泄
を
促
進
し
血
圧
を
下
げ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

○
タ
バ
コ
は
や
め
よ
う

○
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
に

ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
多
く
な
る

と
血
圧
は
上
昇
し
ま
す
。
ビ
ー
ル

な
ら
大
び
ん
一
本
、
日
本
酒
な
ら

一
合
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
、
十
分
な

睡
眠
を
と
ろ
う

○
毎
日
、
適
度
な
運
動
を

○
寒
さ
を
予
防
し
よ
う

朝
、
冷
た
い
水
で
洗
顔
す
る
だ

け
で
も
血
圧
は
上
が
り
ま
す
。
高

血
圧
の
人
に
は
寒
さ
は
大
敵
！

○
定
期
的
に
血
圧
測
定
を

日
頃
か
ら
自
分
の
血
圧
値
を
知

っ
て
お
く
と
血
圧
変
動
や
病
気
の

早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

高血圧からおこりやすい病気

ちよつと □．

提供 食生活改善推進員

～カロリーひかえめの食事のために～

ちんげんさいとコ ーンの 炒 め （１人分 ６９ｋｃａｌ）

＜材料：４人分＞

ちんげんさい ３００９
コーン缶 ０．５カップ

油 大さじ１．５

バター １（）９

こしょう 少々

＜作り方＞

①ちんげんさいは４ｃｍに切り、フラ

イパンでサラダ油を入れて炒め、

少し水を加えて煮こぽす。

②バターを足して、コーンを加えて

味を付ける。



み ん な
一

緒 に 生 き て ゆ く

往 勁

十
月

一
日

か

ら
十

二

月
三

十

一
日
ま

で
、

全

国

一

斉

に

『
赤

い

羽

根

募

金
』

が
始

ま

り

ま

す

。

今

年

も

、
こ

れ
ま

で

の

戸
別

募

金

・
職

域

募

金

・

学

校

募

金

に

加

え

、
「

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

募

金
」

を

実

施

し

ま

す

。

み

な

さ

ん

に
、

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド
を

購

入

し

て

も

ら

い
、

そ

の

代

金

の

一

部

が
募

金
さ
れ

る
も

の
で

す
。

日

赤
奉

仕

員

が

み

な

さ

ん

の

ご
家

庭

を

訪

問

し

た

際

に
は

、

ご

協
力

を

お
願

い
し

ま

す

。

ま

た

、

昨
年

度

の

募

金

の
状

況

は
別

添

の
チ

ラ

シ

を

ご
覧

く

だ

さ

い

。

ゲ ー ト ボ ーエル

ぬ
い
ど
う

チ
ー
ム
が

優

勝

老
人
の
生
き
が
い
と
健
康
増
進
を
目
的

に
、
九
月
六
日
、
山
村
広
場
で
「
老
人
ク
ラ

ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ら
び
に
郵
便
局
長

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

村
内
か
ら
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

位

ぬ
い
ど
う
チ
ー
ム
（
福
浦
）

二

位

寿

会
チ
ー
ム
（
佐
井
）

三

位

あ
す
な
ろ
チ
ー
ム
（
川
旦

第

２６

回

老

人

の

つ

ど

い

の

お

知

ら

せ

「
老
人
の
っ
ど
い
」
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
相
互

の
親
睦
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
、
会
員
が
一
堂
に
会
す
老
人
ク
ラ
ブ
最
大

の
行
事
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
声
を
か
け
あ
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○

日

時

十
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら

○

場

所

「
ア
ル
ザ
ス
」
し
お
さ
い
ホ
ー
ル



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

今
年
に
入
っ
て
か
ら
大
間
警
察
署
管
内
の
う
ち
佐
井
村
で

の
交
通
事
故
発
生
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
死
亡
事
故
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
管
内
で
の

交
通
量
を
大
間
町
・
風
間
浦
村
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
発
生

率
は
異
常
に
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

交 通 事 故 発 生 状 況
平成１１年 ８月３１日現在

上
の
表
を
見
て
、
み
な
さ
ん
も

土
二
五
〇
・
〇
％
の
真
意
が
わ
か

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

特
に
今
年
の
事
故
の
特
徴
を
見

る
と
バ
イ
ク
に
よ
る
も
の
が
目
に

付
き
、
九
件
の
う
ち
三
件
を
占
め

て
い
ま
す
。

で
は
、
次
に
当
村
の
原
付
自
転

車
つ
ま
り
バ
イ
ク
免
許
保
有
者
数

に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
十
年
三
月
末
現
在
の
免
許

保
有
者
数
は
四
五
二
人
、
そ
の
時

の
人
口
は
三
二
五
七
人
、
保
有
率

は
十
三
・
九
％
に
な
り
ま
す

原
付
自
転
車
は
誰
も
が
気
軽
に

乗
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
反
面

時
速
が
三
十
キ
ロ
程
度
は
楽
に
出

る
た
め
、
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に

常
に
交
通
事
故
の
危
険
性
が
と
も

な
う
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
村

で
は
十
月
下
旬
に
「
原
付
自
転
車

講
習
会
」
を
開
く
予
定
で
す
。

交 通 事 故 死 ゼ 囗

みんなで達成し よう ！

次 の目 標 は１，０００日

ただいまの記録（１０／１現在）

６ ６ ５ 日

平
成
十
一
年
度
の
交
通
診
断

が
、
九
月
十
六
日
に
村
、
県
道
路

維
持
課
及
び
む
つ
上
木
事
務
所
の

関
係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
村
内
の
道
路
で
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
箇
所
や
交

通
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

箇
所
を
村
が
県
に
要
望
し
、
今
後

の
道
路
整
備
に
役
立
て
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
要
望
し
た
十
一
箇
所
の
う

ち
、
診
断
を
実
施
し
た
箇
所
は
次

の
と
お
り
で
す
．

一
．
福
浦
↓

長
後
地
区
入
口
付

近
道
路
の
拡
幅

長
後
↓

福
浦
地
区
入
口
付

近
道
路
の
拡
幅

二
．
矢
越
～
磯
谷
間
の
道
路
の

拡
幅
、
急
傾
斜
地
崩
落
危

険
箇
所
の
改
善
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
交
換

三
．
矢
越
湯
ノ
川
越
付
近
道
路

側
溝
の
蓋
の
整
備

四
．
カ
モ
シ
カ
ラ
イ
ン
の
見
通

し
の
悪
い
箇
所
へ
の
力
１

ブ
ミ
ラ
ー
設
置

五
．
山
崎
商
店
の
交
差
点
の
拡

幅

六
．
大
間
タ
ク
シ
ー
前
付
近

力
－

ブ
の
拡
幅

七
．
長
尾
薬
店
前
力
Ｉ
ブ
ミ

ラ
ー
の
交
換

八
．
竹
内
鉄
工
所
前
Ｔ
字
路
の

拡
幅

九
．
木
下
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
付

近
カ
ー
ブ
の
拡
幅

十
．
中
道
地
区
へ
の
防
雪
榾
の

設
置

古
．
原
田
橋
へ
の
歩
道
の
設
置



～

ら
佐
井
駐
在
所
は

愍
６
β
ｉ
皀

磯
谷
小
中
学
校
が
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
実
施

磯
谷
小
中
学
校
で
は
、
全
校
児

童
生
徒
が
観
光
で
来
村
す
る
車
両

に
対
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

る
マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
を
行
い
ま
し

た
。始

め
の
う
ち
は
、
戸
惑
っ
て
い

る
子
供
た
ち
も
い
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
慣
れ
て
「
気
を
付
け
て
旅
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
声
を
掛

け
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
交
通
安
全
教
育
の
一
貫

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
子

供
た
ち
に
も
す
ば
ら
し
い
経
験
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

け

ん

銃

の

摘

発

に

御

協

力

を

が

い
ま
だ
に
多
く
の
旧
軍
用
け
ん

銃
や
実
砲
が
土
蔵
な
と
が
ら
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
錆
付

い
て
い
て

も
本
物
の
け
ん
銃
で
す
。
も
し
見

つ
け
た
場
合
は
、
必
ず
賍
在
所
か

犬
間
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

麌

腮

ほ

草

め

に

タ

イ

ト

を
付

け

よ

う

十
月
は
日
没
が
早
く
な
り
、
薄

暮
の
交
通
事
故
が
増
え
る
時
期
で

す
。
暗
く
な
っ
た
な
と
思
っ
た
ら

早
め
に
ラ
イ
ト
を
付
け
て
歩
行
者

に
注
意
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
運

転
す
る
方
も
十
分
注
意
し
て
普
段

よ
り
更
に
速
度
を
落
と
し
て
安
全

運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

熊

被

害

続

出

熊
は
民
家
付
近
ま
で
下
り
て
来

て
い
ま
す
。
九
月
上
旬
、
鶏
小
屋

が
襲
わ
れ
、
鶏
十
数
羽
が
被
害
に

遭
っ
た
模
様
で
す
。

今
年
は
農
作
物
の
被
害
だ
け
で

な
く
、
鶏
を
襲
っ
て
い
る
点
が
例

年
と
違
い
ま
す
。

朝
晩
の
農
作
業
や
キ
ノ
コ
採
り

で
山
に
入
る
時
は
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

お
Ｘ
つ
り
パ
し
Ｉ
ド
皿
葷

終
了

佐
井
村
保
育
所
が
秋
祭
り
に
先

駆
け
て
「
お
祭
り
パ
レ
ー
ド
」
を

実
施
し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

年
一
回
の
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
み

に
し
て
沿
道
で
待
っ
て
い
る
方
も

多
数
見
受
け
ら
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
わ
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
交
通
整
理
を
交
通

指
導
隊
の
島
野
芳
弘
さ
ん
の
協
力

で
行
い
ま
し
た
。

事

件

・
事

故

・
八
月
二
十
日

古
佐
井
地
区
で
自
転
車
一
台
盗
難

被
害

・
八
月
二
十
五
日

ア
ル
ザ
ス
先
潮
騒
橋
付
近
で
原
付

バ
イ
ク
同
士
の
衝
突
二
人
ケ
ガ

・
九
月
一
日

古
佐
井
地
区
で
函
館
市
か
ら
の
家

出
人
を
保
護

・
九
月
七
日

中
道
地
区
で
民
家
の
鶏
小
屋
が
熊

に
襲
わ
れ
る
被
害

要

望

の

処

理

状

況

・
交
通
規
制
の
要
望
に
つ
い
て

漁
協
加
工
場
前
の
交
差
点
に
一
時

停
止
の
標
識
の
設
置
の
要
望
が
あ

り
、
現
在
検
討
中
で
す
。

・
道
路
の
汚
れ
に
つ
い
て

川
目
地
区
の
道
路
の
汚
れ
に
つ
い

て
業
者
に
注
意
指
導
し
ま
し
た
。



束 京 都 は

東 京 空 襲 で 犠 牲 と な
っ

た 方 々 の

お 名 前 を 記 録 し
、

名 簿 を 作 成 し ま す
。

先の大戦で、東京は昭和１７年４月１８日の初空襲以来、終戦当日の昭和２０年８月１５日に至るまでの

たび重なる空襲により甚大な被害を受け、また多くの方々が犠牲となりました。東京都では、みな

さんのご協力を得て、東京空襲の犠牲者を追悼し、平和を願うため、名簿を作成いたします。ご遺

族や、心当たりのあるみなさんのご連絡をお待ちしております。

●名簿にのせる方

東京空襲（昭和１７年４月１８日から昭和２０年８月１５囗）で亡くなった方。（空襲による負傷などが原因で亡

くなった方を含みます。）
●連絡いただく内容と方法

はがき、手紙またはファックスで、次のことについてできるだけ正確にご連絡ください。

（１）亡くなった方の ①氏名（フリガナも）、②性別、③年齢、④亡くなった年月日、⑤亡くなった場所

なお、不明の点は空白のままで結構です。

（２）連絡いただく方の ①氏名、②住所、③電話番号、④亡くなった方との関係

●期 限 平成１２年５月末日まで

＊連絡いただいた内容は、お名前を記録 匸 名簿を作成するためにのみ使用し、それ以外の目的には利用

いたしません。また、プライバシーの保護には十分配慮いたします。
＊軍人・軍属だった方は、東京都戦没者霊苑（文京区春日１－１４－４）において、慰霊・音犀してい ます。

連絡および問い合わせ先

〒１６３－８００１ 東京都新宿区西新宿２－８－１
東京都生活文化局コミュニティ文化部振興計画課 東京空襲犠牲者名簿担当

矚 話 ０３（５３８８）３１４１ フ ァック ス ▽Ｏ；３（：５：：∃＝回万日 ）１；；ｌ：；ｌβ

青森県 最低賃金改正 のお知 らせ

最低 賃 金改 正 内 容

日額４，７５７円 時間額５９５円
〔賃 金 の 大 部 分 が 時 間 に よ っ て 定 め ら れ て い る も の （時 間 給 者 ）〕

［交力力 発ｉ：生 日 ］ 平丿戎 １ １年 Ｉ Ｏ 月 １ 日

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定には含まれません。

除 外 賃 金

剛精皆勤手当、（２）通勤手当、（３）家族手当、（４）臨時に支払われる賃金（賞与・期末手当など）、

㈲１ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金、㈲時間外労働・休日労働に対して支払われ

る賃金及び深夜労働に対する割増部分の賃金

※照会、相談は
◇青森労働基準局 賃金課 電話 ０１７７－３４－４１１４

◇各労働基準監督署 電 話
・青 森 ０１７７－３４－４４豺
・弘 前 ０１７２－３３－６４１１
・八 戸 ０１７８－４６－３３１１

・五所川原 ０１７３－３５－２３０９
・十 和 田 ０１７６－２３－２７８０
・む つ ０１７５一２２－３１３６



７；とｉ ？ヽｉ 二竺

職 場 体 験 訪 問

九
月
一
目
、
佐
井
中
学
校

の
コ

二
年
生
の
み
な
さ
ん

が
、
村
内
九
ヶ
所
の
施
設
に

分
か
れ
、
各
職
場
で
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
少
し
緊
張

し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、

慟
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ほ

う
と
、
職
員
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
実
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
今
後
の

進
路
の
選
び
方
や
将
来
の
生

き
方
へ
の
意
識
を
高
め
丁
目

分
の
夢
に
向
か
っ
て
Ｉ
生
懸

命
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

夏 の 風 物 詩 壁 画 制 作

今
で

は
す

っ
か
り

佐
井

村

の
夏

の
風
物

詩
と

な

っ
て
い

る
防
波

堤
壁
面

制
作

が
、

玉

川

大
学

、
武

蔵

野
美
術

大
学

、

宮

城

県

建

築

土

会

の

三

グ

ル

ー
プ
に
よ

っ
て
今

年
も

行

わ

れ
ま

し
た

。

こ

の
壁
画
制

作

は
平
成

元

年

か
ら

始
ま
り

、
今

年

で
十

一
回
目

に
な
り

ま

す

が
、
つ

い
に
防

波
堤

の
先

端
ま

で
壁

画

が
描

か

れ
ま
し

た

。

そ

れ

ぞ
れ
の

グ
ル

ー
プ
の

個
性

あ
ふ

れ
る
独

創
的

な
作

品

が
並
ん

で

い
ま

す

の
で
、

み

な

さ

ん

も

ぜ
ひ

ご

覧

に

な

っ
て
く
だ

さ

い
。

釣 り 大 会

九

月
十
日

、
磯

谷
小

中
学

校

の
釣
り

大
会

が
、
磯

谷
漁

港
で

行
わ

れ
ま
し

た

。

約

一
時

間

の
制

限

時
間
内

に
、

大
き

な
魚
を

た

く
さ

ん

釣

ろ
う
と

、
生

徒
た
ち

は
、

場
所

を
移

動
し

た
り

、
エ

サ

を

つ
け
変
え

た
り

、

真
剣

そ

の
も

の

で
し
た

。

そ
の

か
い
あ

っ
て

、
初

め

て

釣
り

に
挑
戦
し

た
人

が
い

た

に
も

か
か
わ

ら

ず
、
ア

ジ
、

フ

グ
、

シ
マ

ダ
イ

な

ど
、

た

く
さ
ん
の
魚
が
釣
れ
ま
し
た
。

大

物
賞

は
新
田

敏

幸
君
、

大

漁
賞
は

福
田

奈
津
子

さ

ん

チ

ー

ム
が
獲
得

し
ま

し
た

。

お ま つ り パ レ ー ド

九
月
十
日
、
佐
井
村
保
育

所
の
お
ま
っ
り
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

の
日
は
九
月
と
は

い

え
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
暑
さ
で
し
た
が
、
園
児
の

み
ん
な
は
、
保
育
所
か
ら
し

お
さ
い
公
園
ま
で
の
間
を
、

ど
の
子
も
弱
音
を
は
く
こ
と

な
く
、
最
後
ま
で
歩
き
通
し

ま
し
た
。

公
園
に
到
着
し
た
後
は
、

み
ん
な
で
踊
り
や
神
楽
を
演

じ
、
大
人
顔
負
け
の
演
技
に

集
っ
か
見
物
客
か
ら
は
、
盛

ん
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。



お知らせ

コーナー

特

設

行

政

相

談

所

開

設
し

ま

す

毎

日

の
暮

ら

し

の

中

で

、

行

政

な

ど

の

仕

事

に

つ

い

て

、
「
困

っ

て

い

る
」
、
「
改

善

し

て

ほ

し

い
」
、

「

制

度

や

仕

組

み

が

わ

か

ら

な

い
」
、
「

ど
こ

に

相

談

し

て

よ

い

か

わ

か
ら

な

い
」

な

ど

が

あ

り

ま

し

た

ら
、

次

の
と

お

り

行

政

相

談

所

を

開
設

し

ま

す

か

ら

、

お

気

軽

に

相

談

に

お

い
で

く

だ

さ

い
。

■

日

時

平

成

十

一
年

十

月

十

九

日
（
火

）

午

前

九

時

三

十

分

か

ら

午

後

三

時

ま

で

■

場
所

ア

ル

ザ

ス

「
会

議

室

」

１

行
政

相

談
員

大

石

健
次

郎

ａ

⑩
ｒ
Ｄ
４

り乙
り
乙

」

担
当

課

役

場

住

民

福

祉

課

昔
⑨

り
乙
１

１

１

献

血

の

お

知

ら

せ

み

な

さ

ん
の

ご

協
力

を

献

血

を

左

記

の

日
程

で
実

施

し

ま

す

か

ら

、

み

な

さ

ん

の

あ

た

た

か

い
ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

■

日

時

・
場

所

十

月

二

十

一

日

（
木

）

・

午

前

の
部

午

前

九

時

か

ら
正

午

ま

で

役

場

前

に

て

・
午

後

の
部

午

後

一
時

か

ら

午

後

三

時

ま

で

ア

ル

ザ

ス
前

に

て

■

問

い
合

わ
せ

役

場

住
民

福

祉

課

保

健

衛

生

係

「
・
‐
・
‐
６

」
土

休

日

営

業

の

実

施

Ｎ

丁

丁

東

日

本

よ

り

Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

日

本

で
は

、
新

会

社

発
足

に

と

も

な

い

、

よ
り

一
層

の

お

客

様

サ

ー

ビ

ス
向

上

を

図

る

た

め

、

電

話

の
移

転

や
各

種

サ

ー

ビ

ス

な

ど

の

問

い

合

わ
せ

・

申
し

込

み

を

電

話

で

承

っ

て

い

る

「

１

１

６

」
の

営
業

を

、
上

休

日
（
土

曜

・

日

曜

・
祝

日

）

に

も
行

う
こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

■

営

業

日

こ

れ

ま

で

の

平

日

に

加
え

、

上

休

日

も

営

業

し

、

年

中

無

休

と

な

り

ま

す

。

た

だ

し

、

年

末

年

始

（
十

二

月

二

十

九

日

か

ら

一

月

三

日

ま

了

は

休

業

し

ま

す

。

■
営
業
時
間

午
前
九
時
か
ら午

後
五
時
ま
で
。

一

実
施
エ
リ
ア

全
国
で
実
施
し
ま
す
。

国

民

年

金

基

金

加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な

ど
の
国
民
年
金
第

言
万
被
保
険
者

が
、
よ
り
豊
か
な
将
来
の
た
め
に

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
年
金
を
支
給

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
の
は
、
二
十
歳
か

ら
五
十
九
歳
ま
で
の
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
で
す
が
、
保
険

料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
り
、
免

除
さ
れ
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
農
業
者
年
金
の
被

保
険
者
も
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

掛
金
は
、
口
数
制
と
な
っ
て
い

て
、
自
分
の
状
況
に
合
わ
せ
、
何

口
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
年
金
制
度
は
、
全

額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
る
ほ
か
、
受
け
取
る
年
金
に
は

公
的
年
金
な
ど
の
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

青
森
県
国
民
年
金
基
金

ａ
０
１
７
７
⑤
１
７
０
０

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
よ
う

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

最
終
的
に
は
消
費
者
が
負
担
す
る

税
で
す
。
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

【
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
・
納
付
】

個
人
事
業
者
の
方
は
翌
年
三
月

末
日
ま
で
に
、
法
人
の
場
合
に
は

課
税
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら

二
ヶ
月
以
内
に
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
消
費
税
額
と
地
方

消
費
税
額
の
合
計
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
課
税
期
間
の
確
定
消

費
税
額
が
四
十
八
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
、
中
間
申
告
・
納
付
加

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
国
税
を
滞
納
す
る
と
】

国
税
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
税

が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
財
産
差
し

押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

む
っ
税
務
署

音
図
４
９
７
６

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
納
税
の
た

め
の
資
金
手
当
て
や
納
付
の
期
限

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

佐井村に新しい商店街潮 風 協 同 組 合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し∬

（第３日曜日は定休日）

ま る い ち` 、

お

ぶ 昌
、ｆ

朝８：００～夜７：００まで

樋 口 写 真 館

‾羂 笥 膤 髷 冫

朝弓：００～夜８：Ｏｉまで 杳轟
７ １ ０

Ｊ ヨ
ス

同

朝７：００～夜１０：００
１ルで

＿
］



老

齢

基

礎

年

金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は

六
十
五
歳
か
ら
の
支
給
が
原
則
で

す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
人
で
も
繰
り
上
げ
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を

受
け
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け

る
場
合
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な

不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
支
給
の
申
請
を
し
た

と
き
の
年
金
額
は
、
本
来
の
老
齢

基
礎
年
金
額
か
ら
申
請
し
た
と
き

の
年
齢
に
よ
っ
て
一
定
の
割
合
で

減
額
さ
れ
、
そ
の
率
は
六
十
五
歳

を
過
ぎ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ａ
年

齢
▽

Ａ
減
額
率
Ｖ

六
十

歳

＝

四
十
二
％

六
十
一
歳

＝

三
十
五
％

六
十
二
歳

＝

二
十
八
％

六
十
三
歳

＝

二
十

％

六
十
四
歳

＝

十
一

％

②
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
い

る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
や
退
職
共
済
年
金
は
、
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

③
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た

後
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
す
る
と
、
そ
の
間
は
支
給
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

④
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
し

ま
う
と
、
そ
の
後
事
故
や
病
気
で

障
害
を
も
っ
た
場
合
で
も
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑤
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
た

後
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基
金

年
金
の
権
利
が
発
生
し
て
も
、
六

十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
問
は
繰
り

上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
と
ど

ち
ら
か
一
方
の
年
金
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
こ
と
を
後

悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
事

前
に
よ
く
考
え
て
か
ら
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ぬ い ど う 石 山 登 山

日 時 １０月１０日（日） ９ 時

集 合 場 所 ア ル ザ ス 前（弁 当 持 参 ）

※小 雨 決 行

主催 佐井村レクリエーションサークル

◆むつ科学技術館だより◆

【原子力の日特別イベントのお知らせ】

１０月２６日は原子力の日です。当館では１０月２４日

に特別イベントを行います。アニメ上映や工作教

室など盛りだくさんのイベントを用意してお待ち

しております。また、この日にあわせてむつこど

もスクエアも新しくなります。当日は無料開放い

たしますのでぜひご参力［］＜ださい。

第 １ 回 む つ 下 北 地 区

生 涯 ス ポ ー ツ フ ェ ス テ ィ バ ル（ 仮 ）

日 時 １０月３１日Ｂ

開催場所 むつ 市（送迎バスあり ）

種 目 インディアカ、ソフトバレー、ペタンク、

グランドゴルフ、ターゲット・バードゴルフ

申し込 み

佐井 村レクリエーションサークル ａＲ２３１０

下北のイベントご案内
川 内 町

川 内 高 原 ま つ り

１ ０ 月 １ ０ 日（日）

役場水産商工課 昔⑥２１１１

大 畑 町
薬研 紅 葉 まつり

Ｉ Ｏ月１７日（日）

大畑観光協会 公⑩３５００

大 畑 町

大 畑 商 工 ま つり

１０月２３日ま）・２４日韓

大畑町商工会 昔⑨３５００

出かけてみませんか

株主募集のお知らせ
佐 井 定 期 観 光 ㈱では、業務拡大のため、一 般 株主を募 集 いたします。

記
募集期間 平成１１年１２月２８日まで
募集４こ朱裘攵 ２，４００＋朱
１４朱金客頁 ５万円

連絡先 佐 井 定 期 観 光 ㈱ ａ⑩２２５５ 担当 渡 辺



戸籍の窓口
９月１５日現在

○ご結婚 おめでと う

（ 田名部直仁 古佐井

中野 和子 むつ市

Ｏ おくやみ申し上げ ます

細 間 竹枝 （節 子）長 後

上山 實 （ふ さ）川 目

※個人のプライバシーを尊重する意

味で、掲載して欲しくない方は、

届出の際、係に申し出てください。

佐井村の人口
８月３１日現在

男 １，６０９ （－ ７）

女 １，６０２ （－ ５）

計 ３ ，２ １１ （－１２）

世帯数 １，１１５ （－１）

（ ）内は前月比

夜 の 水 族 館 見 学 会

浅 虫 水 族 館 で は

「夜 の 水 族 館 見 学 会 」を 開 催 し ま す 。

○日 時 平成１１年１０月２日出、９日出、１６日出

１７：３０から１９：００まで ……

○参力［］方法 当日１７：３０までに浅虫水族館へ直接お越しください。

（人数に制限はありません）

○参 力口料 ショー終了後の特別入館料 大人１，０５〔〕円

（１６：００前に入館した場合は通常料金となります）

○問い合わせ 浅虫水族館総務課 ａ０１７７縋３３７７

津軽海峡横断ヨットレース

ヨ ッ ノ・ 蘿 奠 Ｘ 濛 会

と き １０月９日比）午後２時～午後４時

ところ アルザス前岸壁 みんな

主 催 函館ヨット協会 ま れ １１

後 援 佐 井 村
あつ ″″

問合せ・申込み 役場企画調整課 登⑨２１凵

満一歳おめでとう

秋谷 怜くん（啓児・育子）中 道

館 脇 心 くん（亮・華 子）古佐井

舘脇基勝くん（勝義・文江）糠 森

東出 海くん（節男・恭子）磯 谷

●ノ丶ス車 内 で の逼扈賃 のお 支１厶じ

●各 種 回 数 券 のお 求 め１ま、
下 言己委 言毛貝反売 店 をご 萃Ｕｊ≡目
＜だ さ い 。

［＞佐 井 観 光協 会（アル ザス内 ）
に＞磯谷 … 東 出 商 店
卜 長 後 … 滝 本 商 店

（７片回数券）

■５枚買って２ 枚サービス。

■片道５００円以上のバス賃から。

■６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは下 二｜匕交 通 株 式 会 社：
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

登（０１７５）２３－３１１１
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